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災害報告 
 

血液浄化センターを襲った震度 6 強の経験から見えた災害訓練の課題 

 

守田尚美 

恵寿ローレルクリニック 血液浄化センター 

 

【要旨】 

2024 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震により，血液浄化センターは震度 6 強の揺れに見舞われ，透析患

者は緊急避難を余儀なくされた。被災後の透析継続に際しては，受け入れ先との調整に多くの時間を要し，

患者への迅速な対応と情報共有の難しさが顕在化した。特に災害時の患者のケアにおいて，十分な体制が整

っていなかったことが課題として挙げられる。 

患者への災害時指導や事業継続計画（Business Continuity Plan：BCP）の見直しが求められる中，患者アン

ケートを実施した結果，電話での連絡を希望する患者が多数を占め，SNS や災害伝言ダイヤルの利用が低い

ことが判明した。この結果は今後のコミュニケーション手段の強化が急務であることを示している。 

また，避難先での食事や水分管理の難しさが影響し，透析時間短縮に伴う患者の体重増加などが発生した。

これらの課題は，今後の災害対応において十分に考慮すべき重要な要素である。地震の影響を受けた透析患

者への適切な支援を行うためには，災害を想定した訓練の強化と迅速な対応体制の整備が不可欠である。 

この経験を踏まえ，今後は災害時における透析患者の支援体制の充実を図り，より効果的な対策を講じて

いく必要がある。 
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【はじめに】 

血液浄化センターは，恵寿ローレルクリニックと

サービス付き高齢者住宅ローレルハイツが併設さ

れた耐震構造の建物である。ベッド数は 40 床，月

群（月曜日・水曜日・金曜日の週 3 回）は，午前・

午後・夜間の 3 クール，火群（火曜日・木曜日・土

曜日の週 3 回）は，午前・午後の 2 クール治療を行

っている。施設では年に 2 回災害訓練を実施してい

る。訓練内容は，機械室からの出火による緊急離脱，

屋外への患者避難誘導，消防署立ち合いのもと併設

するハイツとの防火訓練であり，地震に対する訓練

は行っていなかった。また，石川県内全域の透析施

設対象に，石川県透析連絡協議会主催の災害訓練が

年に 1 回行われている。日本透析医会災害時情報ネ

ットワークへの情報入力，広域災害救急医療情報シ

ステム（Emergency Medical Information System：

EMIS）への情報入力，グーグルスプレッドシート

への情報入力，FAX による情報送受信，メールに

よる送受信確認，MCA 無線による情報送受信を，

3 日間かけて訓練している。 

 

【震災対応振り返り】 

1 月 1 日大津波警報が発令され，師長の「緊急離

脱！」の指示のもと，透析室には午後の 2 クール目

と夜間帯の3クール目の患者合わせて21名が居り，

ハイツ 3 階へ避難誘導した。1 名は恵寿総合病院入

院中の全介助の患者であった。夜勤のスタッフも出

勤していた時間帯であり，スタッフ 14 名で対応し

た。避難した施設の 3 階で，透析患者の状態把握，

抜針を行った。20 時 30 分に津波警報となり，帰宅
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を希望した患者は帰宅した。帰宅困難な患者は，そ

の場で宿泊することになった。21時 30分ごろより，

今後の透析について，スタッフが個人のスマートフ

ォンで 120 名あまりの患者へ連絡を開始した。登録

されていない番号には出ない，また，繋がらない設

定にしてあるなど，携帯と自宅に何度も電話をかけ

なければならない状況であった。 

石川県透析連絡協議会より，発災直後の 16 時 35

分に災害情報ネットワーク，EMIS への入力依頼が

メールであった。管理者は，津波対策のためすぐに

施設 3 階に避難した旨を報告した。その後も，状況

を報告し，受け入れの要請も行った。スタッフは，

転院に必要な透析条件の FAX 準備を行っていた。 

1 月 2 日石川県透析連絡協議会より，患者受け入

れについてメールで連絡があった。受け入れ先は主

に石川県立中央病院，公立松任石川中央病院であっ

た。患者の割り振りは，年齢，家族構成，交通手段

などを加味して行った。自分で運転し通院ができる

患者，家族の送迎で通院する患者，通院困難で受け

入れ先で入院を希望する患者もいる状況であった。 

 

【平時と変わらず運用できたこと】 

今回の地震では，平時と同様の運用は不可能であ

った。地震発生時，コンソールのアラームが鳴り響

く中，スタッフは冷静さを欠き，本来であれば速や

かに行われるべき緊急離脱や患者誘導に遅れが生

じた。緊急離脱の指示が出される中，通常返血や抜

針を試みるスタッフ，避難経路を示すアクションカ

ードを探すスタッフも見られ，統制のとれた行動は

取れなかった。これは，想定を超えた揺れの大きさ

や津波警報発令による混乱が要因と考えられる。 

 

【平時のように運用できなかったこと】 

平時と同様に運用できなかった点は下記の通り

である。 

1.緊急時における初動対応の遅延 

震度 6 強という未経験の揺れの中，スタッフは冷

静さを欠き，初動対応に遅れが生じた。訓練では想

定していなかった事態が発生し，とっさの判断が難 

しかった。 

2.患者情報伝達の混乱 

120 名を超える患者への連絡は，個々のスマート

フォンの個人連絡網に頼らざるを得ず，情報伝達の

混乱を招いた。情報の一元管理ができておらず，受

け入れ先病院決定後も，患者からの度重なる確認の

電話に対応するなど，多くの時間を要した。 

3.透析時間短縮による患者負担の増加 

断水の影響で透析時間の短縮を余儀なくされ，患

者への負担が増加した。避難先での食事制限も困難

となり，体重増加が目立つ患者もいた。 

4.スタッフの精神的・身体的負担 

スタッフも被災者であり，全員の自宅が断水とな

った。中には自宅が一部損壊や大規模半壊となり避

難所に滞在するスタッフもいた。余震が続く中，家

族を自宅に残し勤務を続け，給水にも満足に行けず，

血液浄化センターが休みの日曜日以外は，元々の勤

務表通りの勤務，もしくは休みにも出勤し片付けを

行うなどした。このような状況下で，交代で休みを

取るなどの配慮が必要であったと考える。 

 

【平時の運用に近づけるための連携・協力として】 

平時の運用に近づけるためには，以下の連携・協

力が不可欠であった。 

まず，受け入れ先を割り振る時点で，受け入れ先

病院が一目でわかる一覧表を作成し対応，情報の一

元化を図った。一覧表があることで，スタッフ全員

が患者の受け入れ先を把握でき，患者への個別の連

絡，受け入れ先への FAX 送信が格段にスムーズに

実施できるようになった。 

また，病院地震対策本部の迅速な働きかけにより

自衛隊による 15 t / 日の給水が 1 月 3 日から開始さ

れた。透析治療，透析関連装置の消毒・洗浄には約

11 t の水を使用する。個人用透析装置を使用する段

取りをし，恵寿総合病院に入院中で転院しない週 1

回の透析患者を対象として，透析をする準備を行っ

た。翌日 1 月 4 日水質が確保され，個人用透析装置

を使用し 3 時間の透析を実施した。コンソール及び

機械室からのアラームはなく安全に透析が実施で
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きた。そして，1 月 6 日より，透析治療時間を全員

3 時間に変更し，通常通り多人数用透析装置を使用

し，透析を再開することができた。 

スタッフ間では，早くに通水した地域のスタッフ

が快く自宅を使用することを提案してくれ，洗濯や

入浴ができ，心身ともにリフレッシュすることがで

きた。また，家族・自宅の状況などを互いに話すこ

とで，励まし合い心の支えとなった。 

 

【考察】 

今回の経験を教訓に，以下の準備を進める必要が

ある。 

1.実践的な災害訓練の実施 

より実践的な内容の災害訓練を定期的に実施し，

緊急時の初動対応や患者誘導，情報伝達などを強化

する必要がある。特に，大津波警報発令時を想定し

た高台への避難訓練を取り入れる。 

2.スタッフの応援体制の構築 

透析業務は，シャントの穿刺，コンソールの操作

など，一般病棟などからの応援者では即戦力になり

にくいと考える。平時から応援スタッフの育成や研

修の導入が必要であると考える。 

3.患者情報の管理 

血液浄化センターの患者の平均年齢は 68.3 歳，

アンケート結果（図 1．2．3）から，スマートフォ

ンの所有率は 76％，災害伝言ダイヤル「171」につ

いて，「知っている」「聞いたことがある」は全体の

55％。連絡手段については，個別での電話連絡を

87％の患者が希望している。そして SNS の利用希

望は 23％と，活用が難しいことがわかった。今回

は，インターネット，FAX が使用可能であったが，

使用できなくなった場合のことを想定すると，病院

で推奨しているカルテコ（医療機関を受診した際の

診療情報や健康診断・人間ドックの結果を閲覧する

ことができるオンラインサービス）が大変活用でき

る。最新の透析条件，毎回の透析治療内容を個人の

スマートフォンで閲覧できるからである。患者個人

がカルテコを登録することで，避難先で安全に治療

を受けることが可能になる。血液浄化センターの患 

 
 

 
 

 
 

 

者のカルテコ登録率は 23％であり，継続して登録

を呼びかける必要がある。 

4.患者への継続的な指導 

災害時用の透析カードの作成・配布に加え，定期

的な勉強会やパンフレット配布等を通じて，患者自

身も災害に備えた知識と行動力を高める必要があ

る。災害時対応マニュアルの作成や，家族も巻き込

んだ訓練の実施なども検討する。 

5.事業継続計画（Business Continuity Plan：BCP）の

継続的な見直し 

定期的に BCP を見直し，災害時の状況変化や課 

図 1 携帯電話の所有率 

図 2 「171」の認知度 

図 3 緊急時希望の連絡方法（複数回答あり） 
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題を踏まえた内容に更新していく必要がある。今回

はインターネット・FAX が使用できる状況であっ

たが，これらが使用できないときの連絡方法，スタ

ッフの状況の確認や連絡網などを見直す必要があ

る。関係機関との情報共有，訓練結果の反映などを

行い，実効性の高い BCP を維持していく必要があ

る。 

 

【結語】 

 災害訓練・BCP の見直し，実際の災害を想定し

た訓練の実施が重要であると考える。そして日常的

に災害時の対応方法，避難先での食事や水分管理，

携帯すべき物品について患者自身が理解し，具体的

な行動がとれるような患者指導を行っていく必要

がある。また，今回は患者を送り出す側であったが，

いつ自分たちの施設が受入れ施設となるか分から

ない。そのような状況を常に考え，対応できるよう

に備えていきたい。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


